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計画4･3
アカゲザルMST野への外側腔状体投射
,W.田屯也 (岐中大 ･院医･脳外)
霊長柄視覚皮質への外側膝状体を介する視覚入
力は､外側膝状体の主要な層構造(1層から6層)
からVlとV2へ､また層構造の間に散在する神
経細胞 (ILZ/S)からV4野とTEO(PIT)野へ
の投射が報告されている｡しかし外側膝状体から
MT野/MST野への投射は報告がない｡そこで､
三頭のマカクザル (アカゲザル二頭､ニホンザル
一頭)のMST野にWGA･HRPとコレラトキシン
Bサブユニットを注入し､外側膝状体からの投射
の有無を検討した｡その結果､外側膝状体から
MST野へ直接の投射は,今回の実験では認められ
なかった｡しかしながらいくつかの興味深い所見
が得られた｡例えば皮質では上側頭溝底の吻側部
に順行性に標芸哉された終末と逆行性に標托された
神経細胞が認められ､上側頭溝の尾側郡から吻側
部に向かう視覚情報の流れがあることが示された｡
計画4-5
盟長和の曙光性および視覚性連合野にお
ける免疫組椛学的研究
古田ft究 (京都大 ･医･苅次脳形恨学)
ニホンザルの大尉皮打において視覚関迎田城及
び聴覚関連領域の化学的細胞梢箔と水平方向の神
経結合様式を比較研究することを目的としており､
今年度は免疫淡色の条件検討とトレーサーの注入
法に関する予仰突放を行った.enkephalinや
dynorphin等のopioidligandあるいはBubstanceP
やneurokininB等のtachykinin鰯を姥生するニュ
ーロンを標識することができる抗体が魁作してあ
るが､ラットの約駆体物f･Tに対する抗体であるた
めホモロジーを検黙してみたところ.8ubstanceP
とenkephalinの巾斑体物門はラットとヒトで良
く一致するのでニホンザルでも利用可能であると
思われる｡一方､ncurokininBの約斑体物!1にお
いては50%ほどのホモロジーしかないため､染色
像の信輔性が低く吸収火映を行う必要がある｡ト
レーサーの放血注入に関しては電流による注入で
小さく注入できることが分かった｡BDAを注入し
たとき良も良く神経軸部の様子が良く観察された｡
注入部位から 0.5mmほど離れた場所にトレーサ
ーを取り込んだ軸索がバッチ状に高密度に分布し
てお り､SMI32によって染色されたapical
dendriteの束とそのパッチの分布が虫なるのが視
察された｡これらの予m実験をふまえてさらに研
究を進めることにより､視光関連閉域と聴覚関連
紹域の形態学的共通点と相迫点を明らかにしてい
けると和持している｡
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